
拓心中学校グランドデザイン

令和の
日本型教育

全ての子どもたちの可能性を引き出す、

個別最適な学び 協働的な学び
主体的、対話的で
深い学びの実現

重 点

生徒の学力を定着させ、

「できる」で見取る授業の改善
～主体的・対話的で深い学びの視点に立った

学習指導を通して～

研究主題

指
導
の
基
本

徹 底と継 続

優しさと厳しさ
小さな頑張り（変化）を見逃さず、努力を認めて称える。良さを発見できる
ように努める。叱るべき時は愛情を持って叱る。その行為（言動）を振り返
り、考えさせ、以後につなげる。

基本的生活習慣や学習規律、家庭学習習慣、自治活動などを定着させる。や
るべきことをやるべき時に最後までやらせる。当たり前のことを当たり前に。
小さなことを妥協せずに指導をやりきる。

①学習内容の確実な定着で、生徒一人一人が全国水準の
学力を身に付ける。

②「拓中共通指導事項」の徹底と自律の力の向上をねら
いとする教育活動を通して、個の成長・集団の成長を
図る。

③生徒指導の機能を生かした「授業で力をつける」ため
の実践的研修の充実。

④「学力向上プラン」に基づく、ショートスパンでの検
証改善サイクルの着実な運用。

⑤社会に開かれた教育課程とカリキュラムマネジメント
の推進。

⑥ＩＣＴ活用の教育活動の推進（授業づくりを中心に）

⑦教育活動の見直し、業務改善による働き方改革の推進。

教育目標

知力 よりよく生きるための知力
最適解の追求

徳力

体力

相互尊重 柔軟な思考・態度

基盤となる健康・体力

教 科

「できる事実」で学力を向
上させ、「学びあう学習」
で学ぶ楽しさを実感させ
る授業づくりを推進する。
また、「授業で力をつけ
る」を中心に据えた教育
活動で生徒の資質・能力
の育成、全人的な発達を
保障する。

総合的な学習

地域の特色を生かした学
習や体験的学習などを
通し、探究的な見方・考
え方を働かせ、横断的・
総合的な学習を行うこと
を通して、よりよく課題を
解決し、自己の生き方を
考えていくための資質・
能力を育成する。

道 徳

道徳的諸価値について
の理解を基に、自己を見
つめ、物事を広い視野か
ら多面的・多角的に考
え、人間としての生き方に
ついての考えを深める学
習を通して、道徳的な判
断力、心情、実践意欲と
態度を育てる。

特別活動

「人間関係形成」、「社会
参画」、「自己実現」の３
視点に立ち、様々な集団
活動に自主的、実践的に
取り組み、互いのよさや
可能性を発揮しながら集
団や自己の生活上の課
題を解決することを通し
て資質・能力を育成す
る。

①学習指導要領の確実
な実施。

②学習効率と個に応じた
指導を図る学習形態
の工夫。

③評価の充実と指導との
一体化。

④時間外勤務削減目標
数値の実現のための
工夫改善。

Ｒ6対応課題公教育の担
い手として
の責務
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